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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、障害児とのコミュニケーションにおける支援者の適切な行動変容を
促すため、コミュニケーションエイドの使用履歴を分析・可視化することである。まず、アンケート、インタビ
ュー、及び参与観察を実施し、障害児に支援者が提示する視覚シンボルの数及び提示回数を増やす必要があるこ
とを明らかにした。次に、その行動変容を促すため、使用履歴の分析・可視化に基づき、コンテキストに応じた
シンボル予測機能の開発及びその効果測定を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to analyze and visualize communication aid 
usage that promotes behavior change in communication partners. We conducted questionnaire, 
interviews, and observations and figured out that partners should present more visual symbols more 
frequently. The function for predicting visual symbols suitable for contexts were developed based on
 activity-logging on the communication aid. Special attention was paid to examining its 
effectiveness on increasing partners’ behavior related to presenting visual symbols.

研究分野： 福祉情報工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、コミュニケーションエイドの使用履歴を記録するだけでなく、それを分析・可視化し、支援者の行
動変容につなげようと試みた。支援機器を用いて障害を持つユーザの行う活動のパフォーマンスを向上させるだ
けでなく、支援者に対して、適切な行動を促すという着眼点は、さまざまな支援機器のデザインへの応用が期待
できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 広汎性発達障害である自閉症やアスペルガー症候群及び知的障害を有する児童・生徒は、神経
心理学検査や行動観察によって、「言語のみによる会話では理解が不十分であり、視覚的な手が
かりが必要である」と明らかになることが少なくない。これは、言語処理の代償的ストラテジー
として、視覚野を利用することが一因であると考えられる[1]。そのため、拡大・代替コミュニ
ケーションの分野では、印刷した、またはコンピュータのディスプレイ上に表示したイラストや
写真などの視覚シンボルを言語と併用するコミュニケーション支援が行われてきた。 

このようなコミュニケーション支援の場面で使用する機器をコミュニケーションエイドと呼
ぶ。コミュニケーションエイドは、障害児が単独で使用するのではなく、会話相手となる支援者
とのインタラクションを前提としている。支援者には、コミュニケーションエイドを使用して、
障害児の能力を最大限に引き出す適切な行動が求められる。しかし、支援者の知識・経験にはば
らつきがあり、また、成功あるいは失敗した意思伝達のやり取りを支援者間で情報共有すること
ができていない場合も多い。支援者が適切な行動をとるよう促すコミュニケーションエイドが
必要である。 
 
２．研究の目的 
 研究代表者らは、視覚シンボル群を「いつ」、「どこで」、「誰が」、「どのように」、「何をどうす
る」の観点で構造化したメッセージとして提示するコミュニケーションエイド STalk2 を開発し
てきた。STalk2 は Android OS のタブレット及びスマートフォンで動作するモバイルアプリケ
ーションである。 
 本研究の目的は、障害児とのコミュニケーションにおける支援者の適切な行動変容を促すた
め、STalk2 の使用履歴を分析・可視化することである。具体的には、次の(1)から(3)に取り組ん
だ。以降の節では、これらの項目ごとに研究の方法や成果を記述する。 
(1) STalk2 使用時に促すべき支援者の行動変容に関する調査 
(2) STalk2 使用履歴の分析・可視化及びシンボル予測機能の開発 
(3) シンボル予測機能の効果測定 
 
３．研究の方法 
(1) STalk2 使用時に促すべき支援者の行動変容について明らかにするため、次の①から③を実
施した。①コミュニケーションに視覚的な手がかりが必要な 13 名の障害児と 25 名の支援者（保
護者、教員、放課後等デイサービスのスタッフを含む）に日常生活において STalk2 を 6±4 カ
月使用してもらった。使用期間後に、支援者が各質問に対し、5 段階尺度と自由記述で回答する
アンケートを実施した。②STalk2 を導入し、6 から 10 カ月（長期休暇含む）の使用を行った 17
クラスの特別支援学校・学級の教員を対象としたインタビューとアンケートを実施した。③意思
表出と会話理解のそれぞれを中心に使用した 2 名を対象として、参与観察を行った。1 名は、ダ
ウン症の 16 歳男性で、STalk2 を導入してから 9 カ月が経過しており、主に自己紹介、朝終礼の
司会、行事の振り返りといった意思表出に使用していた。もう 1 名は、自閉的特徴を伴う知的障
害の 16 歳男性で、STalk2 を導入してから 1 年 1 カ月が経過しており、授業の指示の理解のた
めの使用が主であるが、休憩時間の要求把握等にも使用していた。 
 
(2) 支援者の行動変容を促す機能を開発するため、次の①から④を実施した。①(1)においてタ
ーゲットとした行動変容について、Fogg の Behavior Grid [2]による分類を行い、適用する
Persuasive Technology の設計原則[3]を決定した。②STalk2 の使用履歴を分析・可視化するツ
ールを開発し、上記設計原則を実現する手法を開発した。③これまでに収集した特別支援学校・
学級 46 クラスのデータを用いて提案手法の性能を評価した。④STalk2 を使用している位置及び
時刻に基づき、視覚シンボルを予測する機能を実装した。 
 
(3) シンボル予測機能の効果を測定するため、次の①と②を実施した。①学生 9 名による実験
を実施し、特別支援学校での使用事例をもとに作成した課題において、視覚シンボル予測機能を
使用することによる時間短縮効果を測定した。②特別支援学校 7 クラスを対象として、使用履歴
に基づき算出したアプリの使用頻度を pairwise data overlap（以下 PDO）を用いて、視覚シンボ
ル予測機能の有無で比較した。さらに、クラス担任がアンケートに回答したメッセージの準備時
間の変化及びその理由と組み合わせて分析を行った。 
 
４．研究成果 
(1) ①において、満足度と相関が高いのは、障害児の問題行動の減少 (rs=0.739)、支援者が視
覚的 な 手が か り を提 示 する 機 会の 増 加 (rs=0.660)、 支 援者 が 会 話に か ける 負 担の 減 少 
(rs=0.576)、障害児の会話に対する集中の改善 (rs=0.572)であった。自由記述の回答と併せて分
析すると、支援者の会話を準備する負担の減少が、視覚的な手がかりを提示する機会を増やし、
その結果として、障害児の会話に対する集中や問題行動の減少につながったと考えられる。また、
これは②の結果からも裏付けられた。さらに、②からは、STalk2 を用いたコミュニケーション
に関して約 50 のユースケースが抽出された。毎日の予定の確認、授業での指示、障害児の不安
や混乱の除去等である。コミュニケーションの形態は、教員との 1 対 1 のやり取りもあれば、



クラス全体に対して障害児や教員が働きかける場合もあった。また、写真カード等の既存の拡
大・代替コミュニケーションツールの代わりとして使用された場面だけでなく、その場で新たな
視覚シンボルを検索・提示できる機能を活用し、新たな場面での使用もあった。例えば、不定期
のイベントや突発的な予定変更を説明する場面である。障害児と支援者の STalk2 を使用したコ
ミュニケーションをより詳しく分析するため、③を実施した結果、「教員が選択肢として準備し
た視覚シンボルが不足しており、障害児が選択できない」、「次の行動の見通しを持たせるのに必
要な視覚シンボルが提示されておらず、教員の声掛けがあるまで障害児が行動を起こせない」と
いう 2 つの問題が明らかになった。これは、支援者である教員が、学校生活において、視覚シン
ボルを選定して提示する十分な時間的余裕がなく、その結果、障害児とのやり取りが定型的な内
容に限定されがちであることに起因していた。 

以上のことから、障害児に提示する視覚シンボルの数及び提示回数を増やすよう、支援者であ
る教員の行動を変容させることを目指すこととした。 

 
(2) ①Behavior Grid に当てはめると、ターゲ
ットとする行動変容の内容は Purple、その期間 
は Path となり[2]、「特定の行動を継続して増
加させる」に分類される。この分類に適用する
Persuasive Technology の設計原則の一つに、複
雑な手順を単純にすることで必要な労力を軽減
し、行動を促す Reduction がある[3]。STalk2 を
使用する活動において特徴的な視覚シンボルを
提示する労力を軽減することができれば、支援
者の行動変容が期待できる。②それぞれの活動
における特徴的な視覚シンボルを提示するた
め、図 1 のように STalk2 の使用履歴の分析・可
視化を行った。STalk2 で提示した視覚シンボル
の使用履歴には、位置及び時刻が記録されてい
る。これらの情報によりコンテキストを分類し、
過去に使用された視覚シンボルを Okapi BM25
のスコアにより抽出する手法を開発した。③本
手法は、使用頻度や TF-IDF のスコアで視覚シ
ンボルを抽出する場合と比べ、コンテキストに
特有の視覚シンボルをより多く抽出できること
がわかった（p<0.05）。④実装した視覚シンボル
の予測機能を図 2 に示す。使用履歴に基づき、
時間帯と場所の特徴的な視覚シンボルに加え、
最近追加及び使用した視覚シンボルを候補とし
て予測する。 
 
(3) ①STalk2 を用いて視覚シンボルで構成さ
れるメッセージを提示するまでの準備時間は、
STalk2 の主な 5 つの用途のうち、予定伝達、振
り返り、要求把握、報告・発表で有意に短くなる
ことがわかった（p<0.05）。指示については有意
な差は認められなかった(p≥0.05)。特別支援学校での用途別頻度調査の結果に当てはめると、メ
ッセージ準備時間を 0.652±0.02 倍に短縮することが期待できる。②使用履歴が増え、かつ、メ
ッセージの準備時間が短縮したのは 4 クラスであり、これらのクラスでは、視覚シンボル予測機
能により表示されるシンボルが増加したことが行動変容につながったと考えられる。しかし、残
りの 3 クラスについては使用頻度が減少しており、内訳は、メッセージの準備時間が短縮したの
が 2 クラス、そうでなかったのが 1 クラスであった。理由として、視覚シンボル予測機能に不
慣れであったことが挙げられており、学習しやすさを改善し、支援者であるクラス担任の習熟度
が高まれば、さらなる行動変容につながったと考えられる。 
 
参考文献 
[1]  神尾陽子, “自閉症スペクトラムの言語特性に関する研究,” 発達期言語コミュニケーシ

ョン障害の新しい視点と介入理論, 笹沼澄子編. 医学書院, 2007, pp. 53–70. 
[2]  B. J. Fogg, “The Behavior Grid,” in Proc. of the 4th Int’l Conf. on Persuasive 

Technology, 2009, pp. 1–5.  
[3]  H. Oinas-Kukkonen and M. Harjumaa, “A Systematic Framework for Designing and 

Evaluating Persuasive Systems,” in Proc. of the 3rd Int’l Conf. on Persuasive 
Technology, LNCS vol. 5033, H. Oinas-Kukkonen, P. Hasle, M. Harjumaa, K. 
Segerståhl, and P. Øhrstrøm, Eds. Berlin, Heidelberg: Springer Berlin Heidelberg, 
2008, pp. 164–176. 

 

図 2 視覚シンボル予測機能 

 

図 1 使用履歴の分析・可視化 
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